
 2013年度 秦野市ミニデイ 介護予防の為の音楽療法（末広ふれあいセンター） 

 

実施日：２０１４年１月２７日 月曜日  １０時３０分～１１時３０分   

参加人数：男性（５）名・女性（１４）名  計１９名 

実施者 浅田桂子（認定音楽療法士、認知症ケア上級専門士） 

    保田美穂 (介護福祉士・認知症ケア専門士) 

長期目標 

    ：集うことが最初の一歩。                  

：老いや障害を受け入れ楽しい時間を過ごすことで、孤独孤立の軽減の一助に。 

身体活動や歌唱に参加することで身体機能維持、介護予防を支援。 

留意点 

＊ 新しい年への弾みとなり「楽しい活動は生活の質の改善となりうる」ことの意識しなが

ら在席するすべての人を参加者として温かく受け入れられる場所を目指す。 

（身体運動の工夫で、じっとしていることのないよう配慮する。） 

＊ 活動内で失敗感を感じさせることのないよう、又興味やチャレンジもできる活動の工夫

をする。 

◎音楽療法的活動 

歌う事は、有酸素運動に繋がる。元気に手拍子、楽器活動も同様。 

    【歌うことで介護予防につながる口腔ケアの一助となることを意識していただく】  

 項目   目的     使用曲  留意点（重点） 

はじめに～こんにちはの歌又はラジオ体操の歌 

導入     活動の始まりを意識    富士山      会話・対象者の観察 

させ、気分を解す              呼吸【ブレス】と言葉   

 

展開１  微細運動、手指の運動   富士山     歌詞の内容・知的活動                       

     歌いながらのグーパーとゆっくり手拍子で横隔膜を鍛え、血行促進にも。           

 

展開２    棒を使った        冬景色   ・上半身、特に背中の筋肉に働きかける 

   ストレッチ              ・歌に合わせた 4つの動き        

                          ・気持ちよく体を動かす 

展開３    レク的活動                        

 リズムで楽しく     南国土佐を後にして  ・棒打ち 3×３⇒2×2                                 

展開３ 

合唱奏    一体感を味わう     ペチカ     ・役割分担を楽しむ【社会性】 

集団の響き               ・トーンチャイム・音積木・チャイム              

 

終わり    クールダウン       故郷    参加者の観察 

音楽療法的関わり                   

手拍子や楽器活動歌唱で少し温かさを感じられれば、血行促進に役立つ筋肉をつかえたことである。

又、声を出すことで嚥下に関係する、デリケートな筋肉も使われることをその都度お話し、日常の

様々な場【移動やおしゃべり、好きな歌を口ずさむ等】がよく生きるための、エクササイズになる



ことをお知らせする。 

実施報告 

前日の桜の咲くころの陽気とうってかわり本来の寒さ。日陰は 4度くらいしかなく霜柱も。何回か

継続で参加の皆さんはお元気。笑顔のスタートだった。 

本日は、写真記録？と音楽療法セッションに参加された男性陣 5名の活躍で愉快な場面や豊かな音

楽性を体験できる場となった。自治会連合会の役員の方が、お持ちしたプログラムから本活動の趣

旨をご案内してくださり、音楽療法士、認知症ケア専門士の実施者の紹介もしてくださった。 

はじめから、介護予防のための活動であることが前置きで説明されたことで皆さんの意欲も高まっ

た。 

ラジオ体操の歌は、市の健康つくり課の看護師の方が地域活動で紹介くださったもので、初めて

の活動であったが誤嚥予防にもつながるということを紹介したことで、しっかり声が出た。又なじ

みのない歌詞？であっても意欲的に取り組め、健康に暮らしたいという意欲が自らの中にあること

を参加者が気づいた。 

富士山の歌唱と手指の運動では、「初夢」？一富士二鷹三茄子の話題作りにつながった。御馴染の

参加者の一人が「親の意見と茄子の花は 100に一つの無駄はない」と胡瓜の実りと関連して教えて

くださった。お隣近所で会話がつながり交流になった。 

冬景色 

棒体操を継続で行っているが、棒をお持ちになると肩たたきやストレッチなど思い思いでされ、こ

の活動も継続の方は「前回もやった・・・」というように動きをして見せてくださる。ゆっくり、

使われる筋肉を意識し、決して無理のないように、各々のペースで～と言葉を添える。 

歌唱も、三曲目であるためしっかりと、また美しい声が出始める。特に男性の歌声を、女性の皆さ

んが豊かでありよく響くので「男声が入るといいわね～」と笑顔で見合っていた。 

南国土佐を後にして 

播磨屋橋がどんな橋？の問いかけに参加者が「見過ごすような小さな橋で～」「気が付かないよ~

太鼓橋で～」とあちこちから～。「簪❓櫛？髪飾り❓女性にプレゼントしたことありますか？」には

「ないない！」なんて男性陣の一言で大笑いがあった。リズム活動も腕、背筋などを使うことがで

きるとあって、集中して楽しめた・みんなで気持ちの合う瞬間も体験できた。気が合うって気持ち

もいいもので、満足感を伴った笑顔が見受けられた。 

ペチカ 

トーンチャイム・音積木・トライアングル・鈴・ウインドチャイム・4連のチャイムで合奏したが、

男性 5名の方がしっかり音を出してくださり、また個別の音も聞かせてくださり「きれい！」と声

が上がる。男性陣も嬉し気で歌とともにリードしてくださった。音積木やその他の楽器もちょっと

のタイミングで上手くいくことも又あらら？？の時もあったが、すべて含めて楽しさになり、嬉し

い時間であった。一人では味わえない、またご本人は失敗と感じられることも、受け取る方にとっ

ては大切な個性と感じ表現することの楽しさ、仲間と集うことの楽しさを感じていただけたようで

ある。 



同じ楽器で、故郷の合唱奏で締めくくったが、歌詞幕の文字を良い文字という人あり、故郷って

本当にいい歌、という人あり、最終的にはお持ちになった楽器を個性豊かに【鈴であれば揺れるよ

うに～、音積木であれば連打を入れ、トーンチャイムもタイミングをずらし】演奏することができ

た。 

心を開放してチョット自由に音を出してみるというチャレンジをしてくださった。 

楽しみながら身体活動ができ、声を出すことで口腔ケアにも一役買う？ 

本日の音楽療法も皆様に良い時間に仕立てて頂けたようである。 

                                   文責 浅田 

 


